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▲竹内町長ら関係者がテープカットをして完成を祝いました 
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高
品
質
堆
肥
製
造
施
設
「
有
機
供

給
セ
ン
タ
ー
」（
堆
肥
セ
ン
タ
ー
）
が

横
沢
山
に
完
成
し
五
月
十
七
日
、
開

所
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
典
に
は
関
係
者
約
七
十
人
が
出

席
。安
全
祈
願
の
神
事
を
行
い
、無
事

故
を
祈
っ
た
後
、
竹
内
亮
一
町
長
が

「
施
設
を
活
用
し
て
安
全
・
安
心
な
食

料
を
供
給
し
、
県
内
有
数
の
食
料
基

地
と
し
て
目
的
を
達
成
し
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
施
設
の
管
理
運
営
を

す
る
と
う
ほ
く
天
間
農
業
協
同
組
合

の
岡
山
時
夫
代
表
理
事
組
合
長
が「
町

の
農
産
物
を
ブ
ラ
ン
ド
商
品
と
し
て

販
売
で
き
る
よ
う
シ
ス
テ
ム
を
構
築
、

施
設
を
有
効
活
用
し
農
家
の
所
得
向

上
を
目
指
し
た
い
」と
決
意
を
述
べ
、

関
係
者
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
し
、
開
所

式
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、昨
年
九
月
着
工
、

今
年
四
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
総
事

業
費
七
億
五
百
万
円
。平
屋
の
一
次
、

二
次
処
理
棟
や
前
処
理
棟
、
製
品
保

管
棟
、事
務
所
、車
庫
な
ど
を
備
え
る
。

年
間
二
百
四
十
六
日
間
の
稼
働
で
家

畜
糞
尿
一
万
五
千
㌧
、
野
菜
残
さ
千

八
百
四
十
㌧
を
処
理
、
五
千
六
百
八

十
㌧
の
有
機
肥
料
製
造
が
可
能
。
五

月
九
日
か
ら
試
験
的
に
稼
働
し
て
お

り
、
秋
ま
で
に
本
格
供
給
を
図
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。 

安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
産
地
目
指
す 

有
機
供
給
セ
ン
タ
ー
（
堆
肥
セ
ン
タ
ー
）
完
成 

安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
産
地
目
指
す 

有
機
供
給
セ
ン
タ
ー
（
堆
肥
セ
ン
タ
ー
）
完
成 

平
成
十
七
年
度
観
桜
旗
争
奪
野
球
大
会
＆
 

　
　
東
北
町
誕
生
記
念
中
学
生
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

課 （２３３） 



▲旭日双光章を受章した市川清さん 

▲瑞宝単光章を受章した八森幸之助さん 

▲観桜旗争奪野球大会優勝 上野野球愛好会 

▲中学生野球の部 優勝 上北中学校 
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市
川
清
さ
ん
（
七
十
四
歳
）
は
、
昭

和
四
十
二
年
五
月
に
上
北
町
議
会
議

員
に
初
当
選
以
来
、
七
期
二
十
八
年

間
に
わ
た
っ
て
在
職
し
、こ
の
間
、土

木
常
任
委
員
長
及
び
三
沢
基
地
対
策

特
別
委
員
長
、
町
議
会
議
長
等
を
歴

任
。高
邁
な
政
治
信
念
を
も
っ
て
、地

域
住
民
の
生
活
環
境
の
充
実
や
民
生

安
定
、
町
の
総
合
振
興
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。 

　
八
森
幸
之
助
さ
ん（
八
十
一
歳
）は
、

昭
和
四
十
五
年
四
月
の
職
業
訓
練
法

人
上
北
職
業
訓
練
協
会
設
立
や
上
北

共
同
高
等
職
業
訓
練
校
の
開
校
か
ら

平
成
十
三
年
四
月
ま
で
会
長
や
副
会

長
、
校
長
や
副
校
長
な
ど
の
要
職
を

務
め
る
な
ど
、
長
年
に
わ
た
り
職
業

訓
練
生
の
育
成
に
尽
力
。
多
く
の
優

秀
な
技
能
労
働
者
を
養
成
し
、
地
域

産
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

【
一
般
野
球
】（
八
チ
ー
ム
参
加
） 

〈
決
　
勝
〉 

　
上
野
野
球
　
11
‐
０
　
蛯
沢
燃
料
 

◇
優
　
勝
　
上
野
野
球
愛
好
会
 

◇
準
優
勝
　
蛯
沢
燃
料
 

◆
個
人
賞
 

▽
最
高
殊
勲
選
手
賞
‐
蛯
名
裕
和（
上

　
野
）　
▽
最
優
秀
選
手
賞
‐
下
浅
祐

　
輔
（
蛯
沢
）
　
▽
敢
闘
賞
‐
蛯
名
宏

　
幸（
上
野
） 

【
中
学
生
野
球
】 

〈
決
　
勝
〉 

　
上
北
中
　
11
‐
０
　
東
北
中
 

◇
優
勝
‐
上
北
中
学
校
 

◇
準
優
勝
‐
東
北
中
学
校
 

【
中
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】 

〈
決
　
勝
〉 

　
榎
林
中
　
８
‐
４
　
上
北
中
 

◇
優
勝
‐
榎
林
中
学
校
 

◇
準
優
勝
‐
上
北
中
学
校
 

市
川
　
清
　
さ
ん
　
地
方
自
治
功
労
で
旭
日
双
光
章
を
受
章
 

八
森
幸
之
助
さ
ん
　
職
業
訓
練
功
労
で
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
 

市
川
　
清
　
さ
ん
　
地
方
自
治
功
労
で
旭
日
双
光
章
を
受
章
 

八
森
幸
之
助
さ
ん
　
職
業
訓
練
功
労
で
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
 

　
平
成
十
七
年
春
の
叙
勲
で
市
川
清
さ
ん（
小
川
原
）が
地
方
自
治
功
労

で
旭
日
双
光
章
を
、
八
森
幸
之
助
さ
ん
（
新
町
）
が
職
業
訓
練
功
労
で
瑞

宝
単
光
章
を
そ
れ
ぞ
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
十
七
年
度
観
桜
旗
争
奪
野
球
大
会

平
成
十
七
年
度
観
桜
旗
争
奪
野
球
大
会
＆
 

　
　
東
北
町
誕
生
記
念
中
学
生
野
球

　
　
東
北
町
誕
生
記
念
中
学
生
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
大
会
 

平
成
十
七
年
度
観
桜
旗
争
奪
野
球
大
会
＆
 

　
　
東
北
町
誕
生
記
念
中
学
生
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

　
観
桜
旗
争
奪
野
球
大
会
と
東
北
町
誕
生
記
念
中
学
生
野
球
・
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
こ
の
ほ
ど
、
総
合
運
動
公
園
野
球
場
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 
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楽
し
み
な
が
ら
世
代
間
交
流
 

町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
 

　
ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
り
の
メ
ッ
カ
と
し
て

知
ら
れ
る
花
切
川
で
五
月
三
日
、「
花

切
川
ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
り
全
国
大
会
」
が

開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
一
般
の
部

四
十
五
人
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
九
人
の

計
五
十
四
人
の
太
公
望
が
集
ま
り
、

自
慢
の
腕
を
競
い
ま
し
た
。 

　
競
技
は
午
前
五
時
の
花
火
を
合
図

に
ス
タ
ー
ト
。参
加
者
た
ち
は
、狙
い

を
定
め
た
ポ
イ
ン
ト
に
陣
取
り
、
水

面
に
浮
か
ぶ
ウ
キ
の
微
妙
な
動
き
に

目
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
竿
に
伝
わ
る

魚
信
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
な
お
、
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
） 

◇
一
般
の
部
 

▽
ヘ
ラ
ブ
ナ
大
物
賞
①
蛯
名
孝
幸（
下

田
町
）三
十
七
・
一
㎝
②
北
向
義
信（
同
）

三
十
五
・
六
㎝
 

◇
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
 

▽
総
重
量
①
松
山
隆
太（
東
北
町
）一

㎏
②
小
笠
原
峻
介
（
同
）
〇
・
七
㎏
③

相
内
直
也（
六
ヶ
所
村
） 

　
第
十
九
回
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
が
五
月
十
五
日
、
北
総
合
運
動

公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
は
、「
余
暇
を
活
用
し
、

楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
に
対
す

る
意
識
を
高
め
、
世
代
交
流
を
図
り

な
が
ら
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
」
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
競
技
は
、Ａ
ブ
ロ
ッ
ク（
協
会
員
の

部
）
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
（
中
学
生
以
上
一

般
の
部
）
、
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
（
小
学
生
の

部
）の
個
人
戦
、二
十
四
ホ
ー
ル
の
合

計
打
数
で
順
位
を
決
め
る
方
法
で
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
約
百
五
名
が
参
加
、
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
プ
レ
ー
を
楽
し
み

ま
し
た
。 

◆
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

（
同
点
は
プ
レ
ー
オ
フ
） 

▼
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
 

①
吹
越
石
蔵
5
6
　
②
向
井
徳
太
郎

5
6
 
③
滝
沢
福
蔵
5
8
 

▼
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
 

①
藤
田
て
る
6
6
　
②
山
口
つ
や

6
9
　
③
小
林
巳
之
助
6
9
 
　
 

　
小
川
原
湖
漁
業
協
同
組
合
（
沼
辺

武
志
組
合
長
）は
五
月
十
六
日
、小
川

原
湖
の
沖
合
八
か
所
に
ウ
ナ
ギ
の
稚

魚
約
三
千
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
放
流
し
た
ウ
ナ
ギ
の
稚
魚

は
、
朝
一
番
で
四
国
か
ら
空
輸
し
た

体
長
十
五
〜
二
十
セ
ン
チ
ほ
ど
に
成

長
し
た
約
三
千
匹
。
漁
船
に
乗
り
込

ん
だ
組
合
員
ら
が「
大
き
く
な
れ
よ
」

と
声
を
か
け
て
放
流
す
る
と
、
稚
魚

は
元
気
に
湖
底
へ
と
泳
い
で
い
き
ま

し
た
。 

　
放
流
さ
れ
た
稚
魚
は
五
年
ほ
ど
で

立
派
な
成
魚
に
な
り
漁
獲
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
す
。 

s「
大
き
く
な
れ
よ
」と
稚
魚
を
放
流 

s
楽
し
み
な
が
ら
プ
レ
ー
す
る
参
加
者 

▲太公望たちが自慢の腕を競い合いました 

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
 

太
公
望
が
自
慢
の
腕
を
競
う
 

お
お
き
く
な
れ
よ
！
 

ウ
ナ
ギ
の
稚
魚
を
放
流
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上
北
町
朝
野
球
開
幕
式
が
五
月
八

日
、
南
総
合
運
動
公
園
野
球
場
で
行

わ
れ
、
約
二
百
五
十
人
の
選
手
が
健

闘
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。 

　
開
幕
式
で
は
町
屋
重
實
上
北
町
野

球
協
会
長
が「
け
が
の
な
い
よ
う
、上

位
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
選
手
を
代
表

し
て
上
野
野
球
愛
好
会
の
蛯
名
大
成

選
手
が「
全
力
で
プ
レ
ー
し
ま
す
」と

元
気
に
宣
誓
し
ま
し
た
。 

　
大
会
は
、
六
チ
ー
ム
二
回
戦
総
当

た
り
の
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
と
、
九
チ
ー
ム

一
回
戦
総
当
た
り
の
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
で

七
月
下
旬
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。 

　
第
二
保
育
園（
田
嶋
享
園
長
）と
第

三
保
育
園（
千
葉
智
園
長
）の
園
児
四

十
名
が
五
月
十
二
日
、
町
内
の
畑
で

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
と
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
種
ま
き
を
し
ま
し
た
。 

　
畑
に
作
ら
れ
た
畝
の
前
に
並
ん
だ

園
児
た
ち
は
、地
域
の
方
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
い
な
が
ら
、
手
を
真
っ

黒
に
し
て
、
一
本
一
本
て
い
ね
い
に

植
え
て
い
ま
し
た
。 

　
両
保
育
園
で
は
、
八
月
に
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
、
十
月
に
は
サ
ツ
マ
イ
モ
を

収
穫
し
、
地
域
の
方
と
一
緒
に
収
穫

祭
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

　
町
営
横
沢
山
、淋
代
山
、豊
畑
の
三

放
牧
場
で
五
月
十
八
日
か
ら
乳
牛
と

肉
用
牛
の
放
牧
が
始
ま
り
約
四
百
頭

が
次
々
と
入
牧
し
ま
し
た
。 

　
各
放
牧
場
に
は
、
畜
産
農
家
よ
り

ト
ラ
ッ
ク
で
運
び
込
ま
れ
、
一
頭
ず

つ
計
量
と
ダ
ニ
駆
除
、
駆
虫
剤
の
処

置
を
し
て
入
牧
。
牛
た
ち
は
久
し
ぶ

り
の
野
と
あ
っ
て
、
走
り
回
り
お
い

し
そ
う
に
草
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。 

▲元気に宣言する上野野球愛好会蛯名大成選手 

▲手をまっ黒にして苗を植える園児たち 

▲放牧場へトラックで運び込まれる牛たち 

課 （２３３） 

み
ん
な
で
植
え
た
サ
ツ
マ
イ
モ
 

大
き
く
お
い
し
く
育
っ
て
ね
 

待
ち
に
待
っ
た
 

朝
野
球
リ
ー
グ
の
開
幕
で
す
 

モ
〜
ウ
最
高
！
 

町
営
牧
場
入
牧
始
ま
る
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東
北
町
保
健
師
 

成
　
田
　
由
美
子
 

　
精
神
障
害
者
と
い
う
と
、
皆
さ
ん

は
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち

で
す
か
？
 

　「
怖
い
」「
恐
ろ
し
い
」「
関
わ
り
た
く

な
い
」と
思
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
私
は
、
保
健
師
に
な
っ
て
二
十
六

年
目
に
な
り
ま
す
が
、
は
じ
め
て
精

神
障
害
者
の
方
と
接
し
た
の
は
看
護

学
校
の
病
棟
実
習
の
時
で
す
。
実
習

で
は
一
人
の
患
者
さ
ん
を
担
当
し
て
、

日
常
生
活
の
お
世
話
を
し
た
り
話
し

相
手
に
な
っ
た
り
し
ま
し
た
。 

　
精
神
障
害
者
と
い
う
と
閉
鎖
的
で

怖
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
実

習
期
間
中
は
大
変
緊
張
し
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
患
者
さ
ん
と
卓
球
や
買

い
物
を
し
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
を
す

る
う
ち
に
怖
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は

吹
っ
飛
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。 

　
昨
年
、「
精
神
障
害
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
研
修
会
」
に
参
加
し
た
女
性
に
感

想
を
聞
き
ま
し
た
が
、「
意
外
と
普
通

の
方
々
で
び
っ
く
り
し
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。 

　
町
民
の
皆
さ
ん
は
接
す
る
機
会
が

少
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
障
害
者

に
対
す
る
偏
見
が
な
く
な
れ
ば
い
い

な
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 〜
４
月
の
デ
イ
ケ
ア
か
ら
〜
 

　
東
北
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

月
一
回
、
心
の
病
気
で
通
院
し
て
い

る
方
を
対
象
に
デ
イ
ケ
ア
（
社
会
復

帰
教
室
）を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
規
則
的
な
生
活
リ
ズ
ム
を
作
り
、

自
立
に
向
か
っ
て
対
人
関
係
を
改
善

し
た
り
、
病
気
の
再
発
を
防
止
し
た

り
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
四
月
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、午
前「
今

年
度
の
目
標
を
立
て
よ
う
」、午
後「
頭

と
体
の
体
操
」で
し
た
。 

　
午
前
は
、「
休
ま
な
い
で
デ
イ
ケ
ア

に
参
加
す
る
」「
仕
事
を
さ
が
す
」
等

の
目
標
を
各
自
で
立
て
ま
し
た
。
そ

し
て
午
後
は
、ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
や
風

船
バ
レ
ー
を
行
い
、
久
し
ぶ
り
に
み

ん
な
で
お
腹
を
抱
え
て
笑
い
ま
し
た
。 

　
 

〜
Ｙ
さ
ん
の
こ
と
〜
 

　
Ｙ
さ
ん
は
、
病
院
に
通
い
な
が
ら

自
宅
で
親
と
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
、

も
う
す
ぐ
二
年
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、家
に
い
て
も
仕
事
も
な
く
、何
も

す
る
こ
と
が
な
い
た
め
、
一
日
中
家

で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
ま
す
。
友
人
も

な
く
行
く
場
所
も
な
い
た
め
デ
イ
ケ

ア
の
参
加
を
勧
め
て
い
ま
す
が
、
本

人
は「
行
く
気
に
な
ら
な
い
」と
い
う

こ
と
で
、ま
だ
参
加
は
し
て
い
ま
せ
ん
。 

　
自
宅
に
こ
も
り
が
ち
の
生
活
を
続

け
て
い
る
と
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
や

再
発
な
ど
が
心
配
な
た
め
家
庭
訪
問

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
近
所
に
住
む

方
の
協
力
も
あ
り
支
え
ら
れ
な
が
ら

生
活
を
し
て
い
ま
す
。 

　
デ
イ
ケ
ア
参
加
希
望
の
方
は
、
保

健
師
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

精
神
障
害
者
 

　
　
　
 　と
私
 

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
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6・7月の健康カレンダー 

事  業  名 

乳児健診 

幼児健診 

東北町保健福祉
センター 

東北町保健福祉 
センター 

9：30～ 
10：00 

13：00～ 
13：30

10：00～ 
10：15

13：00～ 
13：15

13：00～ 
13：15

12：50～ 
13：10

13：00～ 
13：30

 9：30～ 
12：00

10：00～ 
14：30

12：50～ 
13：00

上北保健福祉 
センター 

東北町保健福祉
センター 

中央公民館 

ポ  リ  オ 

ポテトクラブ 
（精神障害者の集い） 

6月 9日（木） 
6月10日（金） 

6月29日（水） 
6月30日（木） 

毎週　　　   
月、火、木、金 

ほがらか教室 

七戸病院健康 

管理センター 

・３ヵ月児 

（平成17年2月8日～平成17年3月4日生まれの子） 

＊対象者には個別通知します 

・平成16年1月１日～ 

　　　　　　 平成16年12月31日生 

・７歳６ヵ月未満で２回投与していない子 

・40歳以上で自分または家族の協力
で会場まで来られる方 

（参加希望の方は上北保健福祉セン
ターまで連絡ください。） 

・心の病気を治療中で社会復帰を目指して
いる方、及び家族の方（初めて参加する方
は申請書等の提出が必要ですので保健師
までご連絡ください。） 

※献血者の「本人確認」をさせていただいております。 

10月1日以降、初めて献血される方、まだ本人確認を

されていない方は受付にて証明書(健康保険証、運転

免許証等)の提示をお願いします。 

　なお、以前に「本人確認」をされている場合は必要

ありません。 

～町民みなさまのご協力をお願いいたします。～ 

　町で実施する各種健診の結果は、医

療機関等から報告を受けて町が管理す

ることになります。 

　このような健診結果についての情報

は、町の保健衛生事業や評価資料とし

てのみ活用されます。 

　皆様のご理解をお願いします。 
 

－東北町保健衛生課－ 

・６ヵ月児 
（平成16年11月、12月生まれ） 

・９ヵ月児 
（平成16年8月、9月生まれ） 

・１歳児 
（平成16年5月、6月） 

・１歳６ヵ月児 
（平成15年11月、12月） 

・２歳６ヵ月児 
（平成14年11月、12月） 

上北保健福祉 

センター 

上北保健福祉 

センター 

6月24日（金） 

6月23日（木） 

6月 7日（火） 

6月21日（火） 

7月 5日（火） 

つつじ作業所 

6月21日（火） 

6月13日（月） 

乳幼児検診・予防接種等をうける際は、母子手帳を忘れずにお持ちください。 

実  施  日 実施場所 受付時間 対  象  者 

問い合わせ先：保健衛生課　東北町保健福祉センター　0175ｰ63ｰ2001 
　　　　　　　　　　　　　上北保健福祉センター　　0176ｰ56ｰ2933

献血のお知らせ 献血のお知らせ 
◇実施日　平成17年6月28日（火） 
　　　　　午前10時から午後4時まで 
◇場　所　東北町役場本庁舎前駐車場 

健　診　結　果　の 
管理・取り扱いについて 
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大
塚
甲
山
の
名
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
。
と
い
う
の
も
甲
山
は
稀

に
見
る
秀
才
で
、そ
の
思
想
は
前
衛
、

進
歩
的
で
作
品
も
当
然
そ
の
傾
向
に

溢
れ
て
い
た
。
昭
和
二
十
年
終
戦
ま

で
は
、
思
想
弾
圧
の
激
し
い
時
代
で

特
別
高
等
警
察
＝
特
高
の
厳
し
い
捜

索
を
受
け
、
作
品
は
押
収
さ
れ
て
い

た
。し
か
し
幸
い
な
事
に
、弘
前
大
学

図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
無
事
だ
っ
た
。

そ
し
て
戦
後
の
自
由
な
時
代
と
な
り
、

半
世
紀
後
出
身
地
の
上
北
町
行
政
当

局
と
文
化
協
会
の
ご
尽
力
で
立
派
な

「
大
塚
甲
山
遺
稿
集
」全
七
巻
と
し
て

陽
の
目
を
見
る
に
至
り
、
全
国
的
に

評
価
さ
れ
始
め
た
。 

　
一
方
、
甲
浪
の
筆
名
で
多
く
の
俳

句
、
短
歌
等
の
著
作
を
遺
し
た
森
田

重
次
郎
は
代
議
士
当
選
七
回
と
い
う

政
界
の
名
士
で
県
民
の
知
る
所
で
あ

る
。甲
浪
の
筆
名
は
、甲
山
の
作
品
に

感
動
し
た
事
が
機
で
甲
の
一
字
を
戴

い
て
号
し
た
と
い
う
。 

  　
 

　
明
治
十
三
＝
一
八
八
〇
年
一
月
一

日
生
ま
れ
の
甲
山
は
、
三
十
一
歳
と

い
う
短
い
生
涯
だ
っ
た
。父
・
理
兵
衛
、

母
・
き
の
の
長
男
で
弟
も
あ
っ
た
。三

十
一
歳
と
言
う
が
、
幼
児
期
を
引
く

と
実
際
の
文
筆
活
動
は
二
十
五
年
で

あ
る
。
そ
の
短
い
生
涯
な
が
ら
数
多

く
の
俳
句
、
短
歌
、
詩
、
評
論
等
の
作

品
に
つ
い
て
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。 

　
甲
山
＝
壽
助
少
年
は
上
野
簡
易
小

学
校
を
優
秀
な
成
績
で
卒
え
、
上
級

学
校
へ
進
み
た
く
も
学
資
が
乏
し
か

っ
た
。
明
治
二
十
四
年
九
月
一
日
に

沼
崎
駅
が
開
業
さ
れ
た
が
、
そ
の
翌

年
に
父
と
共
に
運
送
店
で
働
い
た
。 

　
明
治
二
十
八
年
、
十
六
歳
で
不
朽

の
志
を
立
て
、勉
強
・
作
文
に
い
そ
し

む
。翌
二
十
九
年
、沼
崎
郵
便
局
に
も

務
め
た
。
こ
の
頃
に
与
謝
野
鉄
幹
の

「
東
西
南
北
」、島
崎
藤
村
の「
若
菜
集
」

に
没
頭
す
る
。
三
年
後
二
十
歳
に
し

て
沼
崎
郵
便
局
を
辞
し
て
上
京
す
る
。

明
治
三
十
三
年
一
月
父
か
ら
の
手
紙

で
帰
省
。
薄
田
泣
菫
の
「
ゆ
く
春
」
を

愛
誦
。 

　
明
治
三
十
八
年
十
一
月
か
ら
浦
野

舘
村
役
場
の
書
記
、
翌
三
十
九
年
に

上
北
郡
役
所
＝
七
戸
の
雇
員
に
な
っ

た
。
明
治
四
十
二
年
四
月
か
ら
七
戸

迄
三
里
の
道
を
歩
い
た
。
翌
四
十
三

年
六
月
郡
役
所
を
辞
し
た
。
明
治
四

十
四
年
一
月
喀
血
し
、
六
月
七
日
早

朝
こ
の
世
を
去
っ
た
。 

  　
 

　
甲
浪
＝
森
田
重
次
郎
は
、
明
治
二

十
三
年
五
月
二
十
五
日
父
・
幸
次
郎
、 

●

序
 

●

甲
山
の
生
涯
と
作
品
 

●

甲
浪
の
生
涯
と
政
歴
 

大 塚 甲 山（壽助） 

〜
大
塚
壽
助
と
森
田
重
次
郎
〜
 

類
稀
な
文
筆
家
・
甲
山
と
甲
浪
 

類
稀
な
文
筆
家
・
甲
山
と
甲
浪
 

た
ぐ
い
ま
れ
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母
・
ミ
ン
の
長
男
と
し
て
浦
野
舘
村

八
幡
に
生
ま
れ
た
。新
舘
小
、七
戸
小
、

北
海
道
幌
内
小
、
上
野
小
と
転
々
と

し
た
。
教
員
を
志
し
て
七
戸
の
上
北

郡
教
員
養
成
所
卒
業
。
百
石
尋
常
高

小
の
准
教
員
と
な
っ
た
。そ
の
後
、青

森
縣
師
範
學
校
を
卒
え
木
内
々
小
訓

導
と
な
っ
た
。
そ
し
て
大
正
五
年
七

月
三
十
一
日
、
二
十
六
歳
に
し
て
天

間
舘
尋
常
高
小
訓
導
兼
校
長
と
な
っ

た
。東
京
の
小
学
校
に
も
一
時
勤
め
、

大
正
十
三
年
野
辺
地
城
内
高
小
訓
導

兼
校
長
と
な
り
多
く
の
英
才
を
育
ん

だ
。し
か
し
、政
治
の
道
へ
の
志
が
鼓

動
し
、
そ
の
前
提
と
し
て
弁
護
士
を

目
指
し
て
独
学
で
試
験
へ
合
格
。
大

正
十
五
年
待
望
の
開
業
と
な
っ
た
。

昭
和
十
一
年
第
十
九
回
総
選
挙
に
立

候
補
し
た
が
落
選
の
憂
き
日
に
。
翌

十
二
年
に
奮
戦
し
初
当
選
、
時
に
四

十
七
歳
の
栄
冠
だ
っ
た
。
昭
和
十
七

年
の
総
選
挙
は
翼
賛
選
挙
と
呼
ば
れ
、

翼
賛
会
推
薦
で
再
選
を
果
た
し
た
が
、

そ
の
事
が
因
で
戦
後
連
合
国
最
高
司

令
官
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
の
命
に
よ

り
、
公
職
追
放
と
な
り
五
年
余
立
候

補
出
来
な
か
っ
た
。
昭
和
二
十
七
年

十
月
一
日
、改
進
党
で
立
候
補
し
、返

り
咲
き
通
算
七
回
当
選
の
実
力
を
見

せ
た
。（
別
表
） 

　
顕
著
な
る
功
績
は
教
育
面
で
「
日

本
育
英
会
創
設
に
尽
力
」「
教
員
待
遇

改
善
・
師
範
学
校
国
立
化
」「
八
戸
高

専
、
北
里
大(

畜)

の
誘
致
」
。
殖
産
興

業
面
で
は
「
農
林
牧
畜
開
拓
」「
道
路

河
川
改
修
・
漁
業
振
興
」「
八
戸
新
産

都
市
指
定
」「
自
然
災
害
救
助
」「
米
産

問
題
と
学
校
給
食
へ
米
飯
捜
入
」
等

の
多
大
な
業
績
を
遺
し
た
。 

  　
 

　
甲
浪
の
作
品
集
は
句
集
「
あ
し
あ

と
」歌
集「
實
相
」が
代
表
的
で
あ
る
。

句
集
は
九
十
一
歳
時
に
、
歌
集
は
翌

九
十
二
歳
時
の
発
刊
だ
っ
た
。 

　
句
集
「
あ
し
あ
と
」
は
、
正
に
甲
浪

の
生
涯
に
亘
る
日
記
と
て
過
言
で
な

い
。
即
ち
昭
和
十
五
年
か
ら
同
五
十

五
年
ま
で
の
四
十
年
余
に
亘
る
作
句

が
網
羅
さ
れ
、
旅
行
吟
・
政
治
観
・
哲

学
観
が
二
千
二
百
余
句
に
充
満
し
て

い
る
。米
寿
記
念
句
と
し
て
 

・
紅
ば
ら
や
筆
を
洗
ふ
て
ま
た
立
た
ん
 

　
と
、
こ
れ
か
ら
の
決
意
を
誇
示
し

て
何
と
九
十
八
歳
の
生
涯
だ
っ
た
。 

　
地
元
で
の
作
句
も
少
な
く
な
く
、

乙
供
に
て
次
の
三
句
が
あ
る
。 

・
赤
川
の
葦
の
中
な
り
月
見
草
 

・
波
静
か
草
も
静
か
や
卯
の
花
に
 

・
淡
雪
や
兎
の
走
る
楢
林
 

　
ま
た
、上
北
町
駅
付
近
に
て
二
句
 

・
棒
稲
架
や
ま
だ
刈
ら
れ
ざ
る
稲
も

あ
り
 

・
棒
稲
架
は
て
な
し
閧
の
声
あ
ぐ
る

か
に
 

●

甲
浪
の
句
集
と
歌
集
 

森 田 甲 浪（重次郎） 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33

民政 

民主 

翼賛会推薦 

 

 

 

改進 

改進 

民主 

自民 

自民 

自民 

自民 

自民 

自民 

11,371 

17,127 

15,413 

 

 

 

46,831 

31,417 

45,785 

37,647 

50,578 

70,895 

71,855 

57,456 

47,670

S11.2.20 

S12.4.30 

S17.4.30 

S21.4.10 

S22.4.25 

S24.1.23 

S27.10.1 

S28.4.19 

S30.2.27 

S33.5.22 

S35.11.20 

S38.11.21 

S42.1.29 

S44.12.27 

S47.12.10

7 

6 

7 

10 

9 

10 

7 

10 

6 

9 

8 

6 

8 

10 

8

3 

3 

3 

7 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4

46 

47 

52 

56 

57 

59 

62 

63 

65 

68 

70 

73 

77 

79 

82

5 

3 

3 

 

 

 

2 

6 

5 

5 

4 

1 

1 

3 

6

落 

当 

当 

 

 

 

当 

落 

落 

落

当 

当

当

当 

落 

衆院選 
第　回 

得 票 所 属 
投　票 
年月日 

文筆家と共に政治家でもあった森田重次郎 

候
補
数
 

順
　
位
 

当
　
落
 

定
　
数
 

年
　
齢
 

公職追放 

昭和21.4.20から 

昭和26.8. 6まで 

町の人物伝 
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上
北
町
制
施
行
二
十
周
年
で
 

・
秋
立
つ
や
姉
妹
の
伝
説
は
や
 

・
行
々
子
の
啼
く
声
恋
し
思
い
出
に
 

郷
土
力
士
の
後
援
会
長
と
し
て
 

・
陸
奥
嵐
初
日
を
出
せ
り
柿
を
む
く
 

　
ま
た
、
代
議
士
と
し
て
選
挙
の
苦

楽
も
詠
ま
れ
て
い
る
。 

・
落
ち
る
人
上
る
人
そ
し
て
花
満
開
 

・
仇
打
た
れ
て
如
月
を
ひ
そ
や
か
に
 

・
我
落
選
君
泣
く
窓
の
辛
夷
か
な
 

・
人
の
生
に
か
ゝ
る
伏
兵
四
月
馬
鹿
 

 　
歌
集「
實
相
」も
ま
た
甲
浪
の
生
涯

の
自
伝
記
と
も
言
え
る
。
句
集
よ
り

も
遙
か
明
治
四
十
三
年
か
ら
昭
和
五

十
六
年
迄
の
七
十
年
余
の
歌
の
数
々

で
あ
る
。 

　
冒
頭
の
明
治
四
十
三
年
に
 

・
猫
柳
の
ふ
く
や
か
に
ふ
く
や
か
に

芽
ば
え
た
る
が
春
の
心
の
底
を
漂
ふ
 

　
と
あ
る
が
、
師
範
学
校
三
年
生
の

時
に
東
奥
日
報
に
応
募
し
、
選
者
が

山
蘭
先
生
で
天
位
の
入
賞
歌
で
あ
る
。 

　
政
治
家
は
選
挙
と
い
う
浮
沈
苦
楽

が
付
い
て
離
れ
な
い
。 

・
人
誰
か
敗
る
ゝ
こ
と
を
欲
し
た
る

浮
く
も
沈
む
も
時
の
運
命
か
 

・
十
字
架
負
ひ
て
此
の
生
の
道
を
た

ど
り
行
く
旅
の
一
人
と
な
れ
る
此
身

か（
拘
置
所
に
て
） 

　
ま
た
、地
元
の
乙
供
に
て
 

・
赤
川
は
水
洋
々
と
流
れ
居
り
こ
こ

に
立
ち
け
る
堀
議
長
は
や
 

　
こ
れ
は
堀
氏
が
大
臣
時
代
の
赤
川

視
察
を
回
想
し
て
の
作
歌
で
あ
る
。 

　
ま
た
、古
里
の
力
士
を
詠
ん
で
 

・
す
ば
ら
し
き
出
足
に
敵
を
は
う
ふ

り
て
颯
爽
た
り
な
我
が
陸
奥
嵐
 

・
青
ノ
里
若
浪
と
ら
へ
持
ち
出
せ
り

私
が
見
て
い
た
そ
の
為
だ
ろ
う
か
 

　
甲
浪
に
と
っ
て
最
も
屈
辱
的
だ
っ

た
の
が
昭
和
二
十
一
年
四
月
の
公
職

追
放
だ
っ
た
。
選
挙
中
に
追
放
と
な

り
代
替
と
し
て
苫
米
地
義
三
氏
を
推

し
た
が
同
氏
健
康
す
ぐ
れ
ず
も
演
壇

上
立
た
せ
て
当
選
せ
し
め
た
。 

・
故
郷
七
戸
の
演
壇
上
に
て
公
職
の

追
放
の
命
を
我
は
受
け
に
き
 

・
事
こ
こ
に
遂
に
到
る
か
と
浩
嘆
し

天
を
仰
ぎ
て
涙
せ
り
け
り
 

  　
 

　
明
治
三
十
九
年
六
月
十
七
日
、
甲

浪
＝
森
田
重
次
郎
は
、
七
戸
町
に
住

む
甲
山
へ
宛
て
た
一
通
の
は
が
き
が

あ
る
。
重
次
郎
が
百
石
小
学
校
准
訓

導
の
時
で
あ
る
。文
面
は
、 

　
怒
濤
萬
里
の
沿
岸
よ
り
机
上
に
一

書
を
使
し
申
候
八
幡
獄
下
の
氣
候
如

何
に
候
哉
當
地
怒
波
の
汽
車
の
音
に

和
す
る
の
み
に
候
　
今
迄
家
に
居
て

氣
の
み
氣
の
ま
ゝ
の
一
扣
防
治
ぬ
っ

と
社
曾
に
出
て
こ
れ
こ
れ
は
と
一
驚

を
喫
し
申
候
 

　
ま
た
、
明
治
四
十
三
年
九
月
七
日

浦
野
舘
村
上
野
に
住
む
甲
山
に
宛
て

た
も
う
一
通
が
あ
る
。
こ
れ
は
青
森

師
範
学
校
生
時
代
の
も
の
で
、
寄
宿

舎
は
第
十
六
号
室
だ
っ
た
。
文
面
は

三
句
添
え
て
い
る
。 

　
夏
休
中
御
教
有
難
御
　
申
上
候
　

當
地
は
思
ひ
し
程
の
變
り
も
無
之
候
 

　
今
日
も
雨
に
は
は
や
飽
き
あ
き
致

し
候
 

　
雨
に
濡
れ
し
服
の
匂
や
母
戀
し
 

　
眉
太
き
友
の
持
つ
て
來
し
西
瓜
哉
 

　
焼
跡
の
材
三
本
也
時
雨
す
る
 

　
ま
た
、
甲
浪
は
明
治
四
十
四
年
六

月
、横
浜
村
に
一
泊
し
て
い
た
際
に
、

甲
山
の
急
逝
を
知
り
衝
撃
を
受
け
て

一
首
 

・
ホ
ト
ト
ギ
ス
我
師
の
魂
を
呼
び
か

へ
せ
五
月
緑
の
森
の
さ
中
に
 

　
甲
山
の
十
年
後
輩
が
甲
浪
で
あ
る

が
、
甲
浪
は
常
に
甲
山
を
畏
敬
の
念

で
慕
い
続
け
て
文
才
が
向
上
し
た
に

相
違
な
い
。
甲
山
は
甲
浪
に
と
っ
て

偉
大
な
師
だ
っ
た
事
に
な
る
。 

   　
十
歳
先
輩
で
卓
越
し
た
文
才
の
甲

山
を
師
と
し
た
と
も
言
え
る
甲
浪
は

幸
運
だ
っ
た
。
甲
山
な
く
し
て
甲
浪

の
存
在
は
な
か
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。 

　
甲
山
と
甲
浪
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

相
違
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
共
に
偉
大

な
存
在
で
あ
る
。 

　
紙
面
の
不
足
か
ら
多
く
を
割
愛
し

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
甲
山
宛
の

甲
浪
の
貴
重
な
は
が
き
を
弘
前
大
学

図
書
館
か
ら
ご
協
力
を
賜
っ
た
。
感

謝
の
念
で
一
杯
で
あ
る
。（
以
上
） 

 　
　
　
　
寄
稿
者
　
藤
田
友
志
 

（
県
文
化
財
保
護
協
会
会
員
・
上
北
歴
史
文
化

研
究
会
代
表
幹
事
・
町
教
育
長
） 

●

甲
山
と
甲
浪
の
接
点
 

●

跋
 

明治39年6月17日のはがき 

（弘前大学図書館提供） 

明治43年9月7日のはがき 

（弘前大学図書館提供） 

町の人物伝 
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平成１７年度はつらつウォーキング教室 平成１７年度はつらつウォーキング教室 
開催のお知らせ 

　町保健衛生課ではウォーキングや体操を中心とした健康づくりのための教室を開催します。 
　この教室では軽い運動の他、体脂肪測定や、調理実習等、専門のスタッフが皆様の健康づくり
のためにお手伝いをします。 
　毎日を元気に過ごすため、軽い運動を習慣にしてみませんか。 ご参加おまちしております！ 

◇参加料 無料　　◇定員50名　　◇主催 東北町役場保健衛生課 
◇参加にあたっては主治医と相談し、安全な範囲内での運動をこころがけましょう。 
◇原則として3回以上の参加ができる方を対象とします。 
☆申込みされた方には、後日詳しい日程表等を送付します。 
◆申込み・問合わせ先　東北町保健福祉センター内　保健衛生課 （tel 0175-63-2001） 

　上北保健福祉センター内　　保健衛生課 （tel 0176-56-2933)

1

2

3

4

5

6

日時・場所 講　　　師 内　　　容 

6月15日（水） 
9：30～12：00 

東北町保健福祉センター 

6月22日（水） 
9：30～13：00 

上北保健福祉センター 

6月30日（木） 
9：30～13：00 

＊各センター経由で　　 

　役場バスで移動します 

7月6日（水） 
9：30～12：00 

上北保健福祉センター 

7月12日（火） 
9：00～15：00 

＊各センター経由で　　 

　役場バスで移動します 

7月19日（火） 
9：30～12：00 

東北町保健福祉センター 

インストラクター山本直子氏 
町保健師、町栄養士 
町健康運動実践指導者 

1 健康チェック（血圧、体脂肪、健康相談など） 
2 ゲームで楽しく自己紹介 
3 身体にやさしいエアロビクス・健康体操Ⅰ 

町保健師、町栄養士 
町健康運動実践指導者 

1 家庭でできるストレッチ 
2 講義と調理実習～食事から肥満を予防しよう～ 

町保健師、町栄養士 
町健康運動実践指導者 
＊雨天の場合ふれあいドームで 
　パターゴルフ 

1 講義・実技～ウォーキングの基本を知ろうⅠ～ 
2 湖水ウォーキング（栄沼付近→小川原湖公園） 
3 昼食・休憩（小川原湖公園・道の駅） 

インストラクター山本直子氏 
町保健師、町栄養士 
町健康運動実践指導者 

1 講義～ライフスタイルの改善で肥満解消！～ 
2 身体にやさしいエアロビクス・健康体操 II

町保健師、町栄養士 
町健康運動実践指導者 

1 講義・実技～ウォーキングの基本を知ろう II ～ 
2 奥入瀬渓流ウォーキング 
3 昼食・休憩 
　Aコース 石ヶ戸→銚子大滝 7.3km （約2時間） 
　Bコース 石ヶ戸→雲井の滝 4.7km (約1時間） 

町保健師、町栄養士 
町健康運動実践指導者 

1 健康チェック（血圧、体脂肪、健康相談など） 
2 グループワーク・スライド上映会 
3 音楽に合わせてチェアエクササイズ 
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児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
は
、
小
学

校
第
三
学
年
修
了
前
の
お
子
さ
ん
を

養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。 

　
た
だ
し
、所
得
額（
一
月
か
ら
五
月

ま
で
の
月
分
に
つ
い
て
は
前
々
年
）

が
一
定
額
以
上
の
場
合
、
所
得
制
限

に
よ
り
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。 

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

方
は
、
毎
年
六
月
に
「
現
況
届
」
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

届
け
の
提
出
が
な
け
れ
ば
、
六
月
分

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

◆
対
象
│

小
学
校
第
三
学
年
修
了
前
の

　
お
子
さ
ん
を
養
育
さ
れ
て
い
る
方
 

◆
現
況
届
に
必
要
な
も
の
 

①
現
況
届
　
②
印
鑑
 

③
健
康
保
険
証
（
カ
ー
ド
タ
イ
プ
の

　
場
合
、子
供
の
も
の
） 

④
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
（
平
成

十
七
年
一
月
一
日
に
旧
東
北
町
・

旧
上
北
町
に
住
所
が
な
か
っ
た
方

は
、
前
住
所
地
か
ら
平
成
十
七
年

度（
十
六
年
分
）が
必
要
と
な
り
ま

す
） 

※
こ
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
提
出

す
る
書
類
が
あ
り
、
町
で
は
対
象
者

に
通
知
し
ま
す
。 

◆
お
問
合
せ
先
‐
役
場
福
祉
課
 

　
1
〇
一
七
六
‐
五
六
‐
三
一
一
一
 

　
　
　
　（
内
線
一
四
一
・
五
二
八
） 

児童手当（特例給付）の現況届けは6月中に行いましょう 児童手当（特例給付）の現況届けは6月中に行いましょう 児童手当（特例給付）の現況届けは6月中に行いましょう 

4月1日から「青森県特定不妊治療費助成事業」スタート！ 

扶養親族等の数 

0　人 

1　人 

2　人 

3　人 

4　人 

5　人 

児童手当所得額 

301万円 

339万円 

377万円 

415万円 

453万円 

491万円 

扶養親族等の数 

0　人 

1　人 

2　人 

3　人 

4　人 

5　人 

特例給付所得額 

460万円 

498万円 

536万円 

574万円 

612万円 

650万円 

　県では、不妊に悩む夫婦等を対象に、専門の医師等による相談・指導、不妊治療の正しい知識や最新の

治療法の紹介などを行う不妊専門相談センターを弘前大学医学部付属病院に開設しています。 

　また、体外受精・顕微授精の「特定不妊治療」を受けた方の経済的負担を軽減するため平成17年4月1日

から「青森県特定不妊治療費助成事業」をスタートしました。 

　不妊専門相談は無料ですが、予約が必要となります。また、不妊治療費の助成には所得制限等がありま

すので、詳しくは県こどもみらい課、または最寄りの保健所までお問い合わせください。 

●県こどもみらい課　TEL 017-741-8116 

●上北地方健康福祉こどもセンター保健部　TEL 0176-53-3101
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児童手当（特例給付）の現況届けは6月中に行いましょう 児童手当（特例給付）の現況届けは6月中に行いましょう 

 
 
 
 
 
 
国民年金保険料の免除 
制度をご存じですか？ 

 
　国民年金では、毎月の保
険料を納めるのが困難な方
のために保険料の免除制度
を設けています。 
　免除制度を利用する方の
所得状況に合わせて全額免
除と半額免除があります。 
☆全額免除・半額免除が承
　認されると 
老齢基礎年金の年金額に反
映されます。 
　全額免除の方は全額の保
険料を納めたときの３分の１、
半額免除の方は全額の保険
料を納めたときの３分の２
として、年金額が計算され
ます。 
　承認期間中にケガや病気
で万が一のことがあったと
きにも、一定の要件を満た
すと、障害基礎年金や遺族
基礎年金を受給することが
できます。 
　免除期間の保険料は10年
以内であればさかのぼって
納めることができます 
（免除を受けた年度から２
年経過した分の保険料につ
いては、加算額が上乗せさ
れます。） 
　半額免除が承認されても、
残りの半額保険料を納付し
ないとその期間は未納扱い
となり、ケガや病気で重い
障害が残っても障害年金が
支給されない場合があります。
半額免除が承認された方は
残りの半額保険料を忘れず
に納めましょう。 
※30歳未満の方を対象に、
　若年者納付猶予制度を利
　用することができます。 

 
 
 
 
 
 
　これまでは所得の少ない
30歳未満の方が、所得の多
い世帯主と同居しているこ
とで、免除に該当しない場
合がありました。 
　30歳未満の方の年金受給
権を確保するために、同居
している世帯主の所得と関
係なく、本人及び配偶者の
前年の所得額が基準額(全額
免除基準)以下であれば、国
民年金保険料の納付が猶予
される制度です。免除の申
請は、住所地の市町村役場
の国民年金係で行っています。 
 
【移動年金相談】 
◇場所－野辺地町中央公民館 
　　　　（野辺地町） 
◇日時－6月9日（木） 
　　　　11：00～14：30 
◇場所－七戸町柏葉館 
　　　　（七戸町） 
◇日時－6月22日（水） 
　　　　11：00～14：30 
　　　　 
【国民年金納付相談】 
◇場所－東北町文化センター 
◇日時－6月22日(水) 
　　　　11：00～15：00 
◇場所－東北町コミュニティー
　　　   センター未来館 
◇日時－６月23日(木) 
　　　　11：00～15：00 
 
※基礎年金番号通知書及び
　年金手帳、職歴のメモ等
　お持ちください。 
 
◇お問い合わせ先 
　役場町民課国民年金係 
▽本庁舎 
　TEL 0176－56－3111（内線153） 
▽分庁舎 
　TEL 0176－56－3111（内線548） 

　花切川ヘラブナ釣り全国大
会でみごと大物賞に輝いたヘ
ラブナは何cm？ 

（ヒントP4） 

　このほど堆肥センターが完
成しましたが、同センターでは、
年間何トンの有機肥料を製造
可能でしょうか？ 

（ヒントP2） 

6月17日（金） 

ご意見・ご要望をお待ちしています 
　広報とうほくでは、皆様からの
ご意見等をお待ちしています。 
　身の回りで起きた出来事など
の新しい情報や紙面に対するご
意見など何でもお寄せください。 

☆役場企画課広報係 
　TEL 0176－56－3111 
　　　　　　　　  （内線233） 

Q2

Q1
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十和田県税事務所の 
休日開庁・窓口延長 
 
　次のとおり、十和田県税事
務所では休日開庁と窓口時間
の延長を行います。 
◇窓口取扱時間 
　６月25日(土)～26日(日) 
　８時30分～17時15分 
　６月27日(月)～30日(木) 
　８時30分～20時 
※県内の各県税事務所におい
ても、同様に休日開庁・窓口時
間の延長を実施しています。 
◇問い合わせ先 
　十和田県税事務所納税課 
　℡ 0176－22－8111 
　（内線 213・214） 
 
就職活動を応援します！ 
 
◆再就職へ向けての無料個別
　相談会（予約制）受付中！ 
▽日時－９時～17時の間で
　１時間程度の相談 
▽場所－青森県内８か所「各
　商工会議所」などにて 
◆再就職へ向けた無料スクー
　ル等参加希望者受付中！ 
　再就職に向けて効果的な就
職活動をしませんか。 
※３日間集中コース 
●再就職に不安があるけど？ 
●応募書類に自信がない。 
●面接に不安がある。 
◇主催－青森県（労政・能力開
　発課）℡ 017－734－9401 
◇お問合せ・お申し込み先 
　受付センター 
　（月曜～金曜９時～17時） 
　▽フリーダイヤル 
　0120－577－031

６月30日（木）は、自動車税の納期限です。 
　最寄りの銀行・信用金庫等の金融機関、郵便局又は県税 
事務所の窓口で忘れずに納めましょう。 
 ◆お問合せ先－十和田県税事務所　納税課 
　　　　　　　　十和田市西十二番町20－12 
　　　　　　　　青森県十和田合同庁舎１階 
　　　　　　　　℡  0176－22－8111 （内線213・214） 
 

◎警察官A（男子Ⅱ）を希望する方は、警視庁、埼玉県、千葉県、神奈川県
　及び静岡県の警察官を同時に受験できます。 
◎詳細については、七戸警察署10176－62－3101、野辺地警察署10175－
　64－2121、または、最寄りの交番・駐在所にお問い合わせください。 

　県人事委員会及び県警察大学卒業者を対象に警察官Ａの採用試験
を行ないます。 
◆受付期間－５月30日（月）～６月24日（金） 
◆一次試験－７月10日（日） 
◆試験場所－青森市（県立青森商業高等学校・県立保健大学） 

警 察 官 募 集 

昭和50年４月２日以降に生まれた者で、

学校教育法による大学を卒業した者又

は平成17年９月30日までに卒業する見

込みの者。（人事委員会が同等の資格が

あると認める者を含む） 

昭和51年４月２日以降に生まれた者で、

学校教育法による大学を卒業した者又

は平成18年３月31日までに卒業する見

込みの者。（人事委員会が同等の資格が

あると認める者を含む） 

上記（男子Ⅱ）受験資格を有する者のうち、

柔道三段又は剣道が三段以上で全日本

柔道連盟又は全日本剣道連盟が主催又

は共催する競技会に出場した経歴を有

する者。 

受 験 資 格  採 用 予 定 人 員  

警
 
 
察
 
 
官
 
 
A

平
成
18
年
 

　
　
 
 
4
月
1
日
採
用
 

平
成
17
年
 

10
月
1
日
採
用
　
 

警 察 官 募 集 

(男子Ⅰ) 
40人程度 

 

(女子Ⅰ) 
2人程度 
 

(男子Ⅱ) 
31人程度 

 

(女子Ⅱ) 
2人程度 
 

男子 
武道指導 
※柔道・剣道 
各1人程度 
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入国警備官採用試験 
 
▽受験資格－昭和57年４月
　２日～昭和63年４月１日
　生まれの人 
▽受付期間－７月19日(火)～
　　　　　　８月２日(火) 
▽第１次試験－９月25日(日) 
▽第２次試験－10月19日(水) 
　　　　　　　　  ・20日(木) 
▽申込用紙等配布開始日 
　6月15日(水) 
◆お問合せ先 
　仙台入国管理局　 
　℡ 022－256－6076 
 
 
税 務 職 員 募 集 
（高校卒業程度） 
 
　仙台国税局では、バイタリ
ティあふれる職員を募集して
います。国の財政を支える税
務職員にあなたもチャレンジ
してみませんか？ 
◇受験資格　昭和60年４月
　２日から昭和63年４月１
　日生まれの者 
◇受験申込受付期間 
　平成17年６月20日(月) 
　　　　 ～６月28日(火) 
◇受験申込書の請求 
　最寄りの税務署、仙台国税
　局人事第二課又は人事院東
　北事務局 
◇問い合わせ先 
　人事院東北事務局　 
　℡ 022－221－2022 又は 
　仙台国税局人事第二課 
　℡ 022－263－1111（3236） 
 

 
 
 
 
しない、させない 
　　　車の不正改造!! 
 
　国土交通省では、不正改造
車の排除を目的に「不正改造
車を排除する運動」と「ディー
ゼル黒煙クリーン・キャンペー
ン」を実施します。 
　当青森運輸支局においても
強化月間の６月中、県内５か
所で街頭検査を予定していま
す。 
　なお、街頭検査については、
青森県警察、自動車検査独立
行政法人、軽自動車検査協会、
その他各種団体と協力し、不
正改造車両に厳しく対処して
いきます。 
《重点排除項目》 
①視認性、被視認性を低下さ
　せる窓ガラスへの着色フィ
　ルム等の貼付及びフロント
　ガラスへの装飾板の装着 
②クリアレンズ等不適切な灯
　火器の取付 
③騒音の増大を招く基準不適
　合マフラーの装着 
④国の検査を受けた後のさし
　枠取付等の二字架装 
⑤燃料噴射ポンプの封印の取
　り外し等によるディーゼル
　黒煙の悪化 
⑥不正軽油の使用 
　検査の結果、不正改造車に
　対しては整備命令を発令す
　るとともに、前面ガラスに
　整備命令標章を貼付します。
　また、命令に従わない場合は、
　車両の使用停止等を含む厳
　正な処分を行います。 

　また、青森運輸支局及び八
戸自動車検査登録事務所に、
迷惑改造車相談窓口「不正改
造車110番」と迷惑黒煙相談
窓口「黒煙110番」を設置します。 
　皆様もぜひ、この機会に不
正改造の防止についての理解
を深め、ご協力ください。 
◆お問合せ先 
▽東北運輸局青森運輸支局 
　整備課 ℡ 017－739－1506 
▽八戸自動車検査整備登録事
　務所　℡ 0178－20－3161 
 
融 資 の ご 案 内  
 
　東北町では、青森県信用保
証協会と中小企業者の事業資
金に係る借入を円滑にするた
め、特別保障制度と売掛債権
担保融資保障制度を実施して
います。 
【特別保証制度】 
◎簡易小口資金 
▽保証金額－1,000万円 
▽期間－運転７年以内（措置
　６か月以内）・設備７年以内
　（措置１年以内） 
▽貸付利率－3.9％以内の固
　定金利及び3.3％以内の変
　動金利 
▽保証料－年率1.28％以内 
◎近代化資金 
▽保証金額－2,000万円 
▽期間－運転10年以内（措置
　６か月以内）・設備10年以
　内（措置１年以内） 
▽貸付利率－3.9％以内の固
　定金利及び3.3％以内の変
　動金利 
▽保証料－年率1.28％以内 
　詳しくは、青森県信用保証
協会十和田支所（℡ 0176－23
－4331）又は、東北町役場商工
観光課（℡ 0176－56－3111） 

警 察 官 募 集 
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合併処理浄化槽補助金交付制度 
及び希望者の募集について 

合併処理浄化槽補助金交付制度 
及び希望者の募集について 

文
芸
ギ
ャ
ラ
リ
ー

文
芸
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

文
芸
ギ
ャ
ラ
リ
ー

文
芸
ギ
ャ
ラ
リ
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文
芸
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ー 

　
浄
化
槽
法
の
改
正
に
よ
り
、
単
独

処
理
浄
化
槽
の
設
置
が
で
き
な
く
な

り
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
町
で
は
、
生
活
排
水
対
策
に
積
極

的
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
合

併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
費
用
に
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
平
成
十
七

年
度
中
に
新
築
等
を
予
定
さ
れ
て
い

る
方
で
、
補
助
金
の
交
付
を
希
望
さ

れ
る
方
は
下
水
道
課
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。 

◆
建
物
の
用
途
…
住
宅
（
店
舗
等
の

　
床
面
積
が
、
総
床
面
積
の
二
分
の

　
一
未
満
の
併
用
住
宅
を
含
む
） 

◆
対
象
の
地
域
…
公
共
下
水
道
事
業

　
認
可
区
域
及
び
農
業
集
落
排
水
施

　
設
事
業
実
施
以
外
の
区
域
 

 
合
併
処
理
浄
化
槽
 

 
　
　
補
助
金
制
度
の
概
要
 

◆
申
込
期
日
 

 
平
成
十
七
年
十
二
月
二
十
五
日
 

◆
申
込
・
問
合
せ
‐
役
場
下
水
道
課
 

 
℡
〇
一
七
六
‐
五
六
‐
三
一
一
一
 

 
　（
内
線
一
二
一
・
六
一
三
） 

◆
補
助
金
額
…
補
助
金
の
額
は
、
合

　
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
要
す
る

　
費
用
と
し
、
次
の
表
に
定
め
る
額

　
を
上
限
と
し
ま
す
。 

人槽区分  

5人槽  

7人槽  

1 0人槽  

補助金額  

375,000円  

438,000円  

555,000円  

　町県民税均等割の納税義務を負う夫（妻）と生

計を一にする妻（夫）（同じ町内に住所を有する方）

の非課税措置が廃止され、所得が下記の基準を

超える方に、現行4,000円の2分の1の2,000円（町

民税1,500円、県民税500円）が課税されます。 

◆お問い合わせ　税務課住民税係　内線516

※均等割 非課税基準額 

 （扶養無）28万円 

 （扶養有）28万円×家族数(控除対象配偶者 

 　　　　＋扶養親族＋1)＋加算額(176,000円)

と　き　10時～12時 

ところ　東北町役場本庁舎 

　　　　2階休養室 

相談員　人権擁護委員・行政相 

　　　　談員 

※詳しくは、役場総務課までお 

　問い合わせください　 

　なお、平成18年度以降は、2分の1の軽減措
置は、廃止されます。 

平成17年度の「町県民税 均等割」の 
税額が一部変わります。 

平成17年度の「町県民税 均等割」の 
税額が一部変わります。 

総合相談  
6月6日・6月20日 

県内の交通事故概況  県 内 の 交 通 事 故 概 況  
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■町の人口《4月》 

〔　〕は、昨年同期との比較増減。 

※（　）は1月からの累計　 

■町の交通事故《4月》 

■町の火災《4月》 

■救急車出動件数《4月》 

救急病院を紹介します 

中部上北消防本部予防課 

（　）は1月からの累計　 

（　）は1月からの累計　 

（　）は1月からの累計　 

男 

女 

計 

世帯数 

出　生 

死　亡 

転　入 

転　出 

10,236人 

10,739人 

20,975人 

6,875戸 

8人 

26人 

79人 

65人 

〔 △52人〕 

〔△100人〕 

〔△152人〕

〔　 60戸〕 

（　41人） 

（　96人） 

（ 262人） 

（ 333人） 

蛯　名　悠　貴 （上　野・雅　樹） 

坂　本　楽々花 （虫　神・　司　） 

中　村　望　愛 （旭　町・繁　幸） 

吹　越　心　美 （五十嵐・光　一） 

田　中　真　人 （外蛯沢・　誠　） 

辻　浦　大　生 （内蛯沢・勝　利） 

村　居　尚　生 （輝ヶ丘・義　広） 

千　葉　辰　吾 （新　山） 

蛯　名　由利香 （栄　町） 

佐　藤　秀　寿 （新　町） 

米内山　流　花 （六ヶ所村） 

和　田　吉　彦 （上　野） 

佐　　　香　織 （三沢市） 

笹　倉　隆　弘 （巴　蘭） 

鈴久名　永　香 （表　町） 

酒　田　正　伸 （舘　花） 

佐々木　久美子 （十和田市） 

乙　供　信　博 （乙　供） 

盛　田　信　子 （七戸町） 

阿　部　　智　　69　境ノ沢 

　　田　は　よ　87　境ノ沢 

　　川　マツヨ　96　松風荘 

蛯　名　壽　悦　61　旭　町 

沼　山　市五郎　76　栄　町 

小笠原　ユ　キ　81　境ノ沢 

蛯　名　達　雄　88　大　浦 

和　田　ミ　ツ　63　上　野 

端　本　鎌次郎　73　戸　舘 

米内山　康　昭　65　新　町 

新　山　タ　ミ　86　新　山 

向　井　た　き　92　戸　舘 

藤　田　サ　ノ　74　上板橋 

大　杉　まつよ　93　豊　栄 

井　上　定五郎　73　長久保 

小　林　なお子　77　　柵 

土　橋　ツルヱ　76　土　橋 

木　村　哲　也　34　下板橋 

蛯　名　好　美　79　豊　瀬 

大　平　リ　ヱ　56　坂下町 

岩　　　ハ　ヨ　78　乙供本町 

甲　田　ミ　エ　66　乙供栄町 

山　田　與　　　78　千代畑 

人身事故

負 傷 者  

死 亡  

6人 

7人 

0人 

（　35件） 

（　48人） 

（　  0人） 

建 物  

林 野  

車 両  

そ の 他  

1件 

0件 

0件 

0件 

（　  3件） 

（　  0件） 

（　  0件） 

（　  0件） 

48件 （ 175件） 

文
芸
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

文
芸
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

ゆう　　 き まさ　　 と 

ここ　　 み 

の　　　あ 

ら　ら　か 

なお　　 き 

たい　　 く 

♥

♥

♥

♥

♥

♥

県内の交通事故概況  県 内 の 交 通 事 故 概 況  県 内 の 交 通 事 故 概 況  
あなたも参加　わたしもやります“交通安全” 

毎月１日は県民交通安全の日 
※（   ）内は前年比。累計は１月から。速報値のため後日変更することがあります。 

発
生 

死

者

の

状

態

 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト 

死
者 

傷
者 

４月中 

497件 
（－126） 

7人 
（－4） 

617人 
（－144） 

2,867件 
（＋34） 

19人 
（－16） 

2人 
（－1） 

7人 
（－10） 

9人 
（－6） 

5人 
（－5） 

1人 
（－7） 

3,597人 
（＋29） 

（平成17年） 青森県交通対策協議会 

年累計  飲酒運転による死者 

自動車乗車中の死者 

着用していれば 
助かったと思われる人 

非 着 用 死 者  

高齢者の死者 
～65歳以上の人～ 

あなたも参加　わたしもやります“交通安全” 

氏　　名 

氏　　名 町名 

氏　　名 町名　 保護者 氏　　名 町名　 保護者 

平成17年4月届出分 

氏　　名 町名 

年齢 町名 氏　　名 年齢 町名 



s
野
だ
て 
s
地
引
き
網
体
験 

s
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

出
来
秋
に
期
待
！ 

まちの話題 
健康家族 
町の人物伝 
はつらつウォーキング教室 
お知らせ 
我が家のアイドル 
桜まつりイベント 
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・・・・・・・・・・・8～10 
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・・・・・・・・・・18 
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枋木 新町 

桜まつりイベント 桜まつりイベント 桜まつりイベント 

　桜まつりが4月29日から5月5日まで、小川原湖公
園で開催され、春のポカポカ陽気に誘われた大勢の
観光客が湖畔を訪れ、様々なイベントを楽しみました。
　会場では、満開の桜の下、野だてやグラウンドゴル
フ大会、地引き網体験を開催。地引き網体験では、参
加した家族連れらが、みんなで一緒に網を引き、網に
かかった大きなコイやフナに歓声を上げるなど、思
い思いに湖畔の春を満喫していました。 

第一小学校　田植え 

長男［１歳］ 旺典くん 
おう すけ 

みなさんありがとう！無事１歳を迎えられました。 
まっすぐ素直に育っていくので、これからも見守って
いてください。 

長男［0歳］ 翼くん 
つばさ 

あっという間に重くなり、最近では歯もはえはじめて“大
きくなったな”と感じています。 
これからも元気にすくすく育ってください。 
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パパ・海老原一哉　さん 
ママ・　　　美穂　さん 

パパ・村居勝利　　さん 
ママ・　　恵理子　さん 


